患者会イベント企画書
「ネイルドネーション」を活用した患者交流会の開催について
令和〇年〇月〇日
1. 背景
　抗がん剤治療の副作用による爪の変色や変形は、患者にとって大きな心理的苦痛を伴うアピアランス（外見）上の課題である。しかし、治療中の感染対策等の観点からマニキュアの使用が制限される医療機関も多く、具体的なケアや装飾を楽しむ機会が限られているのが現状である。
　また、従来のアピアランスケア講習会は座学形式が中心となりやすく、患者が能動的に楽しみ、前向きな気持ちになれる体験型コンテンツの拡充が求められている。

2. 目的
　全国のネイルサロンから寄付された「ネイルチップ（付け爪）」を活用し、治療中でも着脱が容易で衛生的なネイル体験の場を提供する。
　自分に合うデザインを選び装着する体験を通じて、患者の自己肯定感の向上（心理的支援）を図るとともに、参加者同士の肯定的なコミュニケーションを促進し、闘病意欲の維持・向上に寄与することを目的とする。

3. 対象者
　通院中・入院中の患者およびその家族
　（※爪の副作用に悩む方、または気分転換を希望される方）

4. 開催概要案
　所要時間：90分程度
　開催場所：施設内カンファレンスルーム、または患者サロン等
　運営主体：株式会社ビューティースマイル（ネイルドネーション®事業部）

5. 企画内容
　「楽しむアピアランスケア」をテーマに、以下のプログラムを実施する。

　1) 概要説明・啓発（20分）
　　・ネイルドネーションの仕組み説明（SDGs、障がい者就労支援との連携等）
　　・治療中の爪のケアに関する基礎知識共有
　2) 体験・ワークショップ（30分）
　　・専用ツールを用いた爪のサイズ測定
　　・デザインチップの選定
　3) 装着体験・交流会（30分）
　　・ネイルチップの着脱体験
　　・参加者同士での感想共有、相互の印象を伝え合うグループワーク
　4) まとめ（10分）
　　・質疑応答、アンケート記入

6. 本企画の特徴と期待される効果
　1) 心理的効果（QOL向上）
　　プロのネイリストが作成した高品質なチップを装着することで、闘病中に忘れがちな「自分らしさ」や「装う楽しみ」を再認識できる。
　2) コミュニケーションの活性化
　　デザインを選ぶ過程や装着後の姿を通じ、患者間および医療従事者との間で自然な笑顔と会話が生まれ、孤立感の解消につながる。
　3) 社会的意義（SDGs・CSR）
　　本事業のネイルチップはサロンの廃棄サンプルをリユースしたものであり、再生作業は障がい者就労支援施設で行われている。本企画の実施は、環境配慮および障がい者支援という社会貢献活動の一環ともなる。

7. 費用・条件
　資材費：参加者1名につき 1,800円（税別）
　※上記費用にて、参加者は選んだネイルチップを持ち帰ることが可能（患者負担なしの無償提供とするか、一部負担とするかは貴院の方針により相談）。
　講師料：無料（スタッフが進行を担当）
　交通費：実費（静岡県浜松市より）
　※参加者20名以上の場合は、別途アシスタント費用を相談する場合あり。

8. 協力・運営企業情報
　株式会社ビューティースマイル
　（住所：静岡県浜松市中央区若林町23-1）
　主な導入・開催実績：
　　静岡県立静岡がんセンター、聖隷三方原病院、浜松医療センター、
　　東海大学医学部付属病院、日本癌治療学会学術集会出展　他多数

以上
